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大阪女学院 北校舎・チャペル
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審 在� 地:大阪高中央区玉造� 2-26-54
議 工:1951年

襲 :校舎・講堂

撃
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 有者:学校法人大競女学院

計者:鰯一粒社ヴォーリズ建築事務所
審� 

擁工者:0

襲
8 

柑竹中工務怠

維持菅理者:学技法人大阪女学院
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審 大阪女学誌の校内を入ると深い緑の木立とアメリカンモダニズム操式の北校舎、チャペルが
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議� 意IJり出す美しいキャンパスが視野に飛び込んできた。g 
昭和� 20年長二上の中で再開を諦めかけた学菌関係者は、いつから入学試験を行うのかという父

露 見の声に後押しきれながら、授業再開に向け教職員、生徒、父兄がー諸になって手造りでごやヤ W。� 
⑨ ンパス再建に立ち上がった。この熱意が、昭和� 26年米国教会の援劫を受げて鴻設された北校舎、

襲 ヘール・チャペルiこ結実しこの再建を「喜びと感童話と希望の棋源jと受け綾がれた学関関傑
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撃� 者の心が、その後も絶える事無く続く維持帯保全につながっている。

戦後復興期のヴォーリズの作品であるこの態物は、持工にもその理念や主義が反映され、隣

3 はあるが質の高い建物として今日まで生き続けてきている。その関、所有者である大阪女
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⑨ 学院、一粒社ヴオ� -1)ズ建築事務所、籍工者が三{立一体となって遥用管理計画を立て、計編に

審 もとづく点検・維持穆絡が丁寧に行おれている。築後初年自に設備の充実、外装サッシュ取番
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議� えの大規摸修繕が災施されているの� 50年詩の� 2000 ~01年にかけては構造体の耐久性の維持更

g 新として耐震補強工事と電気・空調設橋、教育設備の更新が行われる等、新たな価値の創出、� 

s iす加にも絶え閉会い努力が続けられている。
Wg 北校舎の酎議補強工事ではアメリカンモダニズム様式のオリジナルデザインを尊議し、既存

審� 外壁面に� RC遣の外議フレームを新設する手法をとっている。この結果、オリジナルのま陸直議

g を強調するデザ、インは更に力を持つことになり、チャペルと対となって様式美を創り出してい

る。内装も当時の職人によって丹精を込め強工された人研ぎテラゾ…の床や法語カウンタ…、

レリ…フなどを良く保存・:再現している。設fj蓄の空調記管は天井高きが醤いため、腕下構

断をア}チ担で化粧してうまく締め、違和惑を持たせないように工夫している。チャペル壊では、

さ対策として冬場には座産の下部に取り外し可能なパイプヒ…ターを設置して瞬時に鵠適幾
ψ
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g 
重Eになる工夫がされていて瀧和惑がない。

g この縫物に誌がれる関係者の深い思いが!惑じられ、 これからも永く愛され生き続けると患、わ� 

g れる素鴫らしい建鞠であると評価された。
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